
インターネットによる買いものを通じ

て東日本大震災の被災校を手軽に支援で

きる「ウェブベルマーク運動」。さらに

簡単に参加できるようになりました。会

員登録をしなくても、運動を運営してい

る一般社団法人ウェブベルマーク協会の

サイト（ https://www.webbellmark.jp

/）から協賛会社サイトに入って買いも

のをすることで、支援金が生まれる仕組

みが新たに加わったのです。

一昨年9月の運動開始からこれまで、

協会サイトでの会員登録が必要でした。

利用者から「より簡単にできる方法を取

り入れてほしい」との要望が多く寄せら

れたための改良です。ただ、買いものを

する際にまず協会サイトを経由してもら

わなければならない仕組みは、変わりま

せん。また、登録して参加する方法も従

来通りです。この方法ですと、登録者本

人あるいはグループの支援実績を確認す

ることができます。

ウェブベルマーク運動は、ネットショ

ッピングで支援金分は上積みされず追加

負担なしに、大震災被災の子どもたちを

応援できる社会貢献のボランティア活動

です。「被災地の教育環境はまだまだ復

旧していません。より簡単になったこの

運動に、さらに多くの方々に参加しても

らいたい」とウェブベルマーク協会の今

宿裕昭常務理事は話しています。

「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
マ
イ
ス
タ
ー
」

ク
ラ
ス
の
12
人
で
す
。

財
団
が
訪
問
し
た
11
月
20

日
の
授
業
。
担
任
の
河
野
景

子
先
生
が
教
室
の
黒
板
に
、

ベ
ル
マ
ー
ク
の
仕
分
け
と
集

計
の
作
業
手
順
を
書
い
た
紙

を
貼
り
だ
し
ま
し
た
。
生
徒

は
２
、
３
人
一
組
に
な
っ
て

集
ま
っ
た
マ
ー
ク
を
番
号
や

点
数
別
に
イ
チ
ゴ
パ
ッ
ク
に

仕
分
け
て
い
き
ま
す
。
「
こ

の
マ
ー
ク
は
ど
こ
の
？
」

「
こ
れ
間
違
っ
て
い
る
よ
」

と
わ
い
わ
い
と
喋
り
な
が
ら

も
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
授
業
は
今
回

で
１
万
点
を
超
え
ま
し
た
。

同
校
は
岡
山
県
北
部
の
自

然
い
っ
ぱ
い
の
吉
備
高
原
に

あ
り
ま
す
。
不
登
校
や
引
き

こ
も
り
な
ど
の
問
題
を
抱
え

た
子
ど
も
た
ち
が
全
国
か
ら

集
ま
り
寮
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
毎
週
末
に
は
実
家
に

戻
り
、
実
家
で
集
め
て
も
ら

っ
て
い
る
ベ
ル
マ
ー
ク
を
学

校
に
持
ち
寄
り
ま
す
。
地
元

の
人
た
ち
に
も
収
集
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

生
徒
の
発
案
で
ベ
ル
マ
ー

ク
運
動
に
取
り
組
ん
で
か
ら

「
ベ
ル
マ
ー
ク
は
こ
の
箱
に

い
れ
て
ね
」
な
ど
の
手
書
き

の
ポ
ス
タ
ー
が
学
校
中
に
貼

ら
れ
、
全
校
生
徒
が
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

河
野
先
生
は
「
仕
分
け
な

ど
地
道
な
作
業
で
す
が
、
続

け
る
こ
と
で
問
題
を
抱
え
た

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を
引

き
出
せ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

れ
、
３
コ
ー
ス
の
中
か
ら
希

望
の
授
業
を
選
べ
ま
す
。
ベ

ル
マ
ー
ク
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
自
然
災
害
な

ど
の
被
災
地
支
援
に
あ
た
る

狙
い
で
す
。

同
校
で
は
３
学
年
が
一
緒

に
な
っ
て
授
業
を
受
け
ま

す
。
毎
週
木
曜
日
の
２
時
間

が
総
合
的
な
学
習
に
充
て
ら

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が

自
然
の
中
で
集
団
生
活
を
し

て
自
立
を
目
指
す
岡
山
県
・

吉
備
高
原
希
望
中
学
（
平
井

信
雄
校
長
、
36
人
）
が
、
一

昨
年
の
秋
か
ら
総
合
学
習
の

授
業
で
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
ー

ク
を
集
め
て
商
品
を
買
う

と
、
代
金
の
１
割
が
被
災
地

支
援
に
充
て
ら
れ
る
仕
組
み

を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
被
災
校
に
届
け
る
の
が

乾
か
す
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
シ
ェ
イ
ク
は
夏
場
の
人

気
商
品
で
、
大
量
に
出
る
そ

う
で
す
。
こ
う
し
て
月
に
約

２
０
０
０
円
分
の
ベ
ル
マ
ー

ク
の
証
明
書
を
取
得
。
近
く

の
多
肥
小
学
校
に
寄
付
し
て

い
ま
す
。

高
松
市
南
部
の
「
フ
レ
ス

ポ
高
松
店
」
で
も
、
近
く
の

川
添
小
学
校
に
寄
付
。
同
小

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
本
当
に
助
か

っ
て
い
ま
す
。
寄
付
を
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

店
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。「

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
の
四

国
の
各
店
で
は
、
今
後
、
マ

ー
ク
収
集
箱
を
置
く
な
ど
、

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
へ
の
協
力

を
よ
り
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。
五
頭
さ
ん
は
「
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
地
域
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
い
嬉
し
い
。
今

後
も
よ
り
親
し
み
の
あ
る
店

に
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
学

校
な
ど
に
寄
付
す
る
こ
と
が

前
提
な
ら
、
一
般
の
企
業
で

も
可
能
で
す
。

五
頭
さ
ん
は
最
初
、
仕
組

み
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
何
度

も
財
団
本
部
に
問
い
合
わ
せ

て
方
法
を
聞
き
、
そ
の
結
果

を
四
国
の
各
店
に
メ
ー
ル
で

知
ら
せ
ま
し
た
。

高
松
レ
イ
ン
ボ
ー
店
で
は

閉
店
後
、
空
に
な
っ
た
牛
乳

と
シ
ェ
イ
ク
の
業
務
用
の
紙

容
器
を
開
い
て
、
洗
っ
て
、

そ
れ
を
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に

送
り
ま
す
。
証
明
書
の
取
得

は
本
来
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
公
民
館

回
収
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
協
賛

会
社
に
送
っ
て
「
点
数
証
明

書
」
を
発
行
し
て
も
ら
い
、

大
手
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ

ー
ン
店
「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」

の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

店
舗

が
、
日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
社

の
紙
容
器
を
集
め
て
ベ
ル
マ

ー
ク
点
数
に
し
、
地
域
の
小

学
校
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
店
を
展
開
す
る

「
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」

（
東
京
都
品
川
区
）
が
「
社

会
貢
献
」
を
経
営
理
念
に
掲

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年

４
月
か
ら
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。

香
川
県
高
松
市
の
「
モ
ス

バ
ー
ガ
ー
高
松
レ
イ
ン
ボ
ー

店
」
の
五
頭
真
由
美
店
長

が
、
そ
れ
ま
で
洗
っ
て
処
分

し
て
い
た
業
務
用
の
紙
容
器

が
ベ
ル
マ
ー
ク
点
数
に
な
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
「
こ

れ
を
集
め
て
地
域
の
小
学
校

に
寄
付
し
よ
う
」
と
思
い
立

ち
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議

で
提
案
。
社
会
貢
献
に
な
る

と
４
月
か
ら
四
国
の
全
店
舗

で
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

紙
容
器
と
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
の
ベ
ル
マ
ー
ク
は
、

志
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
自

衛
隊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の

よ
う
な
手
紙
が
毎
月
約
３
０

０
通
も
財
団
に
届
い
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。み

な
さ
ま
の
温
か
い
意
思

を
実
現
す
べ
く
財
団
で
は
支

援
を
続
け
て
い
ま
す
。
寄
贈

マ
ー
ク
も
含
め
、
最
大
の
支

援
先
で
あ
る
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
小
中
学
校
に

は
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
１
８

８
校
、
３
億
７
２
４
０
万
円

相
当
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
続
け
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
「
も
っ
と
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
が
広
が
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
な
ど
、
た
い
て
い

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
「


歳
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今

回
ま
で
に
。
さ
さ
や
か
な
事

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
役
に

立
て
ば
と
思
い
ま
し
て
」
と

い
う
手
紙
も
あ
り
ま
し
た
。

送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
は
、
個
人
や
学
校
、
病
院

な
ど
職
場
の
団
体
、
労
働
組

合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
有

カ
ラ
フ
ル
な
絵
柄
の
か
わ

い
い
封
筒
や
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
、
医
療
法
人
の
大
き
な
封

筒
…
…
。
こ
れ
ら
は
ベ
ル
マ

ー
ク
財
団
に
毎
日
の
よ
う
に

届
く
手
紙
で
す
。
東
日
本
大

震
災
の
被
災
校
や
へ
き
地
校

支
援
に
あ
て
て
欲
し
い
と
集

め
た
寄
贈
マ
ー
ク
が
入
っ
て

い
ま
す
。

「
福
島
の
原
発
事
故
の
た

め
に
避
難
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
「
職
場
で
集
め

た
ベ
ル
マ
ー
ク
で
す
。
被
災

点
。
被
災
し
た
学
校
に
１
校

あ
た
り
約

万
円
～

万
円

ず
つ
寄
贈
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

と
話
し
て
い
ま
す
。

仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
集

計
し
た
点
数
は
、

年
か
ら


年
末
ま
で
に
３
６
５
０
万

び
か
け
に
よ
り
、
月
に
１
回

会
議
室
に
集
ま
っ
て
仕
分
け

を
続
け
て
い
ま
す
。

代
か

ら

代
の
主
婦
が
中
心
で
、

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は
ベ
ル

マ
ー
ク
委
員
の
経
験
者
だ
っ

た
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
集

計
し
た
点
数
は
普
段
、
地
元

の
小
学
校
や
幼
稚
園
に
寄
贈

し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
際
は
、
財
団
の
依
頼
に

こ
た
え
て
、
３
年
間
で
１
０

０
万
点
以
上
の
仕
分
け
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
「
仕
分
け
虹
の
会
」

の
最
初
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

主
婦
（

）
は
、
自
宅
で
夫

と
と
も
に
仕
分
け
を
続
け
て

い
ま
す
。
「
ボ
ケ
防
止
に
な

り
、
頭
が
よ
く
回
転
す
る
」

感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

岐
阜
県
多
治
見
市
の
「
仕

分
け
虹
の
会
」
（
若
尾
知
子

代
表
、

人
）
は
、

年
前

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
同

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼

時
間
も
天
気
も
気
に
せ
ず
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
会

え
て
ラ
ッ
キ
ー
。
微
力
な
が

ら
こ
の
作
業
が
誰
か
の
役
に

た
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
こ

の
時
間
も
無
駄
で
は
な
い
と

し
て
財
団
に
送
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

約

の
団
体
、
個
人
が
活

動
し
て
お
り
、
被
災
地
や
へ

き
地
、
特
別
支
援
学
校
を
援

助
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
所
沢
市
の
主
婦
、

片
野
め
ぐ
み
さ
ん
（

）

は
、

年
４
月
か
ら
仕
分
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
財
団
の
仕
分

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
お

知
ら
せ
を
見
て
、
引
き
受
け

た
そ
う
で
す
。
育
児
の
合
間

に
せ
っ
せ
と
仕
分
け
を
１
年

間
し
ま
し
た
が
、
下
の
お
子

さ
ん
を
妊
娠
し
た
た
め
し
ば

ら
く
お
休
み
。
無
事
双
子
が

生
ま
れ
て
落
ち
着
い
た

年

の
４
月
か
ら
再
開
し
ま
し

た
。「

子
ど
も
が
寝
て
か
ら
が

私
の
自
由
時
間
。
そ
の
時
間

に
マ
ー
ク
の
仕
分
け
を
し
て

い
ま
す
」
「
家
に
い
な
が
ら

っ
た
寄
贈
マ
ー
ク
を
協
賛
会

社
別
に
き
れ
い
に
整
理
し
、

点
数
が
分
か
る
よ
う
に
集
計

す
る
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
全
国
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
に
集
ま

被
災
地
支
援
な
ど
の
た
め

に
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

ベ
ル
マ
ー
ク
を
整
理
・
集
計

ベ
ル
マ
ー
ク
教
育
助
成
財
団

「
○
○
寄
贈
マ
ー
ク
係
」
宛

※
○
○
に
は
、

「
一
般
」
：
へ
き
地
校
・
特
別
支
援
学
校
へ

の
支
援

「
震
災
」
：
東
日
本
大
震
災
被
災
校
の
支
援

の
ど
ち
ら
か
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
未
記
入

の
場
合
は
、
一
般
寄
贈
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
備
考
】

◎
寄
贈
先
の
学
校
を
指
定
し
た
い
場
合

は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
を
会
社
別
に
分
け
、
さ
ら

に
各
点
数
ご
と
の
細
か
い
明
細
の
記
入
が
必

要
で
す
。
寄
贈
先
は
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
参
加

校
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
財
団
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
差
出
人
の
「
お
名
前
・
ご
住
所
」
を
記

入
し
て
下
さ
っ
た
方
は
、
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ベ
ル
マ
ー
ク
新
聞
（
年
４
回
発
行
）
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
お
送
り
い
た
だ
い
た
ベ
ル
マ
ー
ク
の
合

計
点
数
な
ど
、
集
計
結
果
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ベ
ル
マ
ー
ク
を
財
団
に
送
っ
て
い
た
だ
く

と
東
日
本
大
震
災
の
被
災
校
、
へ
き
地
校
、

盲
・
聾
・
養
護
学
校
な
ど
の
支
援
に
な
り
ま

す
。

【
対
象
】

個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
お

送
り
い
た
だ
け
ま
す
。

【
方
法
】

◎
切
り
取
っ
た
ベ
ル
マ
ー
ク
を
封
筒
に
入

れ
て
お
送
り
下
さ
い
。
会
社
別
に
分
け
て
透

明
の
小
袋
な
ど
に
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
助

か
り
ま
す
。(

同
一
点
数
で
も
異
な
る
会
社

の
点
数
を
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い)

◎
封
筒
に
は
ベ
ル
マ
ー
ク
の
み
入
れ
て
下

さ
い
。
古
切
手
、
そ
の
他
の
マ
ー
ク
な
ど
ベ

ル
マ
ー
ク
以
外
の
物
は
全
て
受
け
付
け
出
来

ま
せ
ん
。
※
ロ
ー
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
も
不
可
。

◎
送
料
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

【
宛
先
】

〒
１
０
４
・
０
０
４
５
東
京
都
中
央
区
築

地
5
－
4
－
18

汐
留
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
ビ

ル
７
階

仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

全
国
で
コ
ツ
コ
ツ
活
躍

寄
贈
マ
ー
ク
毎
月

通
も

四
国
の
全

店
舗
が
取
り
組
み

証
明
書
取
得
小
学
校
に
寄
付

不登校の生徒らも

総合学習で仕分け
岡山･吉備高原希望中

登録せず買い物ＯＫ
ウェブベルマーク より手軽に

財団に毎日送られてくる寄贈マークが入った封筒

仕分け虹の会（岐阜県多治見市）。今後も仲間を

増やし、活動を盛んにしたいと頑張っています

片野めぐみさんが仕分けで使うも

の。ご本人が撮影したものを送っ

ていただきました

私の工夫です

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
高
松
レ
イ
ン

ボ
ー
店

ベ
ル
マ
ー
ク
の
寄
付
を
発
案

し
た
五
頭
真
由
美
店
長

熱
心
に
マ
ー
ク
の
仕
分
け
作

業
に
取
り
組
む
生
徒

ベルマーク財団が行っている東日本大震災の被

災校支援で、今年度支援を受けた宮城県の石巻市

立大川小学校（千葉照彦校長、24人）から、子ど

もたちの感謝の声が入ったＣＤが届きました。

ＣＤには「子どもたちからの感謝のメッセー

ジ」として、全国の人たちの支援や温かい言葉に

励まされ、勇気づけられたことが語られていまし

た。

また、明るい未来をつくっていくために、自分

たちにできることは何かを考えていくそうです。

最後に「みなさんの思いをしっかりと受け止め

て、一歩ずつ進んでいく」と力強い言葉がありま

した。メッセージの他に、校歌を始め、子どもた

ちの歌声が3曲入っていました。

大川小学校を襲った津波は、児童74人、教職員

10人の尊い命を奪いました。それから3年7カ月、

傷つき、つらい記憶を抱えながらも必死で前を向

いて歩きだそうとしている子どもたちの姿が見え

てきました。

全国の皆さんに大川

小学校より感謝のメッ

セージを贈ります

●東日本大震災による

地震と津波で、私たち

は本当にたくさんの人

たちを失ってしまいま

した。

●すべてが壊され、私たちの大切なふるさとも、

人も、いっぱいいっぱい傷つき、悲しく、つらい

時間が流れました。

●震災があった年の4月、ぼくたちは悲しい気持

ちと不安でいっぱいの中、飯野川第一小学校の2

階を借りて新しく学校生活を始めることになりま

した。全国からたくさんの支援をいただき、少し

ずつ勉強できる環境が整っていきました。

●また、たくさんのメッセージも寄せられまし

た。すごく励まされ勇気づけられました。

●今の大川小学校は、全校で24名です。人数は少

ないけれど、大川小学校の伝統を受け継ぎ、力を

合わせ、何事にも本気で取り組んできました。

●私たちは、2014年の1月から二俣小学校の校庭

内にできた仮設校舎に引っ越し学校生活を送って

います。

●児童会のスローガンは「みんなの力で未来をひ

らく 笑顔かがやけ チーム大川」です。新しい

校舎でも今まで以上に笑顔いっぱいの明るく楽し

い大川小学校をめざしてチーム一丸となって毎日

がんばっています。

●いつの日か私たちのふるさとが元気を取り戻

し、明るい未来を作っていくことができるよう

に、これからも自分たちにできることは何か考え

ていきたいと思います。

●みなさんの思いをしっかりと受け止めて、一歩

ずつ進んでいきます。

福
島･

南
相
馬
市
立
原
町
第
二
小
学
校

岩手･宮古市立津軽石小学校

宮城･気仙沼市立唐桑中学校

福島･大熊町立熊町小学校

宮城･山元町立山下第二小学校

感謝の声ＣＤに
宮城･大川小からメッセージ

宮
城･

名
取
市
立
閖
上
小
学
校

岩
手･

山
田
町
立
山
田
中
学
校

ベルマーク財団は東日本大震災の被災校（岩

手、宮城、福島の3県中心）に対し、2011年度

～2014年度、総計延べ1188校に3億7240万円相

当の支援をしています（大震災発生直後の緊急

支援800万円除く）。

３年で３億7240万円支援

福
島･

鏡
石
町
立
第
一
小
学
校
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